
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８回 沖縄県糸満市・今帰仁村 

地 域 間 交 流 派 遣 事 業 報 告 書 

なきじんスポーツクラブの子どもたちと一緒   糸満市スポーツ少年団団員と一緒 

  

主 催：新町スポーツクラブ・糸満市スポーツ少年団・なきじんスポーツクラブ 

主 管：新町ＳＶＣスポーツ少年団 

後 援：糸満市教育委員会 

派遣期間：平成１９年８月２３日（木）～２６日（日） 

宿 泊 先：今帰仁村スポーツクラブハウス Ｔｅｌ  

スポーツロッジ糸満      Ｔｅｌ ０９８－９９５－１１２６ 

受入担当責任者 

  今帰仁村：矢 貫 卓 博 氏 なきじんスポーツクラブ 

  糸 満 市：神 谷 良 昌 氏 糸満市アスリートスポーツ少年団 

       

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１日目（８／２３・木）雨のち晴 

 

  

 

初めての飛行機に緊張 

沖縄上空の美ら海と空 

沖縄名物 ソーキそば 

今年からプログラムが変更に

なって、ライフセイバー指導

の海浜活動 

きれいな海で初めての

ライフボート 

 

 

初めての飛行機、沖縄そば、きれいな海を見た後で取れたてのパイナップル、なきじんｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞのラ

イフセイバーの皆さんの指導で交流、矢貫指導者の指導でミサンガ作りとすべてが楽しく、初物ばかり 

みんな、笑顔で疲れも吹き飛んでいる！！ 

 

今帰仁村まで貸し切りバス 

 
  

早朝の新町駅をバスで出発 

 

 

 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２日目（８／２４・金）雨のち晴

深夜の落雷と豪雨から雲が切れて、ゆっくりと朝日が広がりましたね。 

朝の海岸散歩、午前中は、美ら海水族館。美ら海水族館のオキちゃん劇場は、神谷さんの長男が司

会者として、大活躍でしたね。夢は、努力よってかなうものです。みんなも頑張れ！ 

美ら海水族館から神谷指導者が合流してくれました。 

。 

    

初めての沖縄の朝は、美しい朝日が歓迎してくれた。 

世界一の水族館で、見た、ジンベイザメの迫力とマンタの優雅さ、目の前の美しい海と天気に感謝 

 
 

 

 
 

 

  

    海の美しさと反比例した嘉手納空軍基地 嘉手納基地では、戦闘機の爆音が響き

ます。毎日と聞かされた。 

嘉手納で神谷さんから聞いた沖縄の

歴史と戦争とその後の沖縄は、あまり

にも対照的なことでした。 

世界遺産の首里城は、戦うためのお城

ではなく、世界の人達と交流するため

のお城だったね。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３日目の１（８／２５・土）晴れのちスコール 

  

  
今日は、この研修最大の目的「平和教育の日」、ガマの中に入って知った生きることの難しさ、沖縄県民の願

いが集まっている平和祈念公園、群馬の塔、黎明の塔、平和の石礎、平和祈念資料館、戦争と平和について、

真剣に学習できましたか？人の命の尊さを感じましたか？どんなに辛くても、生きることが大切です。平和

祈念公園の平和の灯火を中心に２３万人以上の犠牲者の氏名が刻まれた平和の石礎の波形と平和祈念資料館

の波形が世界の平和を願っています。小出指導者は、神谷指導者と１５年以上の友人で常に子ども達へ冷静

に沖縄の歴史を教えてくれることに感心しています。しかし、今年は冷静さの中に危機感を感じて、例年以

上に戦争の醜さと悲惨さを伝えていると感じました。これは、高校の教科書問題が落としていることが要因

ではないかと感じました。私たちは、本当の歴史を学ばなければ同じ過ちを繰り返す恐れがあります。本当

にあったことを現地の人達が証言していることをしっかりと受け止めてましょう。 

みんなで感じた、平和の尊さと命の尊さ。神谷さんの冷静で歴史に忠実な話を忘れないでください。 

今の時代は、平気で家族が家族を殺していますが、今から６０年以上も前で、平和な小さな島の住民が誰か

らも指示されないで勝手に自決したと説明することは常識的に無理があると感じます。 

  
 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

第３日目の２（８／２５・土）晴れのちスコール 

   

   

   

  
 

午後になって、激しいスコールになりました。部屋の中で、本場の

エイサーを演じてくれた糸満市の団員のみなさん、ありがとう。 

糸満海人の話を聞かせてくれた上原さん、ありがとう。 

そして、今年も糸満市の団員や保護者の皆さんがこの交流をサポー

トしてくれました。食べきれない上等なお肉や焼きそばをみんなで

食べましたね。 

糸満サバニで無人島に行けませんでしたが、体験できてよかった

ね。糸満市のみなさん、本当にありがとうございました。 

みなさんのやさしさを忘れません。 

また、冬の群馬県で待っています。 

 



 
 

第４日目（８／２７・日）晴れ 

  
 

   

今回の訪問最後の朝食               朝の散歩は毎日したね 

 

  沖縄県の特産物、紅型染めを体験したね。その後は、これも名物アイスのブルーシーアイス 

 

 

 

糸満のみなさんへ 

今年も、あなたたちの太陽のように明るく、沖縄の海のよ

うに輝いている笑顔に会えて元気をもらいました。この素

晴らしい交流の陰には、あなたたちの保護者のみなさんの

優しい、心使いのお蔭様です。ありがとうございました。

来年の冬こそ、必ず新町で会いましょう。 

毎年、すばらしい交流をありが

とう。 


